
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【はじめに】 

日々の新聞・テレビ等で、ロシアによるウクライ

ナ侵攻について、絶え間なく報道されています。 

 ウクライナは、どういう国なのか？ 

 我々には、意外と知られていない国なのです。 

 今月号は、ウクライナについて、述べてみたいと

思います。 

 政体は、「共和制」であり、元首は「ヴォロディミ

ル・ゼレンスキー大統領（2019 年 5 月～）」です。 

 ウクライナの「国旗」は、上部が青空、下部が 

小麦畑を表します。また、ウクライナの「国花」は

「ひまわり」です。 

 1970 年のイタリア映画「ひまわり(ソフィア・ 

ローレン主演)」は、ウクライナのひまわりです。 

【ウクライナと日本の面積】 

 ウクライナの国土の大きさは日本の 1.6 倍です。 

 面積（㎢） 世界順位 

ウクライナ 603,550 44 

日   本 378,000 62 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ウクライナと日本の人口】 

ウクライナの人口は日本の 3 分の 1 です。 

 人口（万人） 世界順位 

ウクライナ 4,205   34 

日   本 12,484   10 

【ウクライナと日本の総貿易額】 

輸出と輸入総額は、日本の 10 分の 1 以下です。 

 輸出 輸入 

ウクライナ 492 億ドル 543 億ドル 

日   本 6413 億ドル 6355 億ドル 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウクライナは、穀物の輸出大国で、輸出額に占め

る穀物の輸出割合は 19.1％もあります。 

穀物の内容は、小麦、とうもろこし、馬鈴薯、 

ヒマワリの種などです。 

【日本の援助実績】 

日本の援助実績として、 

①有償資金協力 1,690億円②無償資金協力98億円、

③金融支援 580 億円、④チェルノブイリ核不拡散関

連支援 580 億円、⑤技術協力 94 億円があります。 

【ウクライナの政治情勢】 

（1）今年の 2 月 24 日に、ロシアによるウクライナ

侵攻が始まりました。 

侵攻開始から 5 か月を超えてきました。 

侵攻の惨状が毎日テレビ・新聞等で報道されてい

ます。 

（2）なぜ、ロシアは、ウクライナへの介入をやめな

いのか？ 

なぜ、プーチン大統領は、暴挙に至ったのか？ 

ウクライナは、ロシアと欧米の中間のバッファ 

ゾーン（緩衝地帯）にあるので、地政学的に紛争が

避けられない状況にあるとされています。 

「地政学」とは、リアルな軍事戦略なのです。 

（3）ソ連崩壊後、ウクライナは独立したものの、 

西部のウクライナ人（新欧米派）と東部のロシア系

住民（親ロシア派）の間で対立が続きました。 

 ウクライナは、2004 年のオレンジ革命を経て、 

民主化革命を達成しました。 

 2019 年、ウクライナは、憲法を改正し、将来的な

NATO 加盟の方針を決めました。 

 ロシアにとって、バッファゾーンであるはずの 

ウクライナが、NATO（北大西洋条約機構）陣営に

入ってきたわけです。 

すなわち、NATO 陣営が、ロシアの目の前まで迫

ってきたことになります。 

プーチン大統領は、巻き返しをはかります。 

ロシアのクリミア併合のあと、ウクライナ東部で

の戦闘が激しくなりました。 

2 月 24 日に、ロシアによるウクライナ侵攻が始ま

りました。 

 (4) ロシアに対する欧米による経済制裁とロシア

のエネルギーの安定供給を巡り、物価への影響が国

際的になってきています。 

≪代表社員 笹谷 俊道≫ 
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8 月 11 日～8 月 15 日（月）の間、夏季休暇とさせて頂きます。 

8 月 16 日（火）より通常通り営業させて頂きます。よろしくお願い致します。 
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台風や豪雨等の自然災害による保険金の支払の増

加を背景として、2022年 10月に火災保険料の改訂が

行われます。主なポイントは、下記の 3 つのポイン

トになります。 

１．火災保険料の値上げ 

２．割安な 10年契約の火災保険が廃止され、最長契

約間が 5年に短縮により実質的な値上げ 

３．建物および家財の水濡れ、破損、汚損について

自己負担金（免責金額）の引き上げ 

いずれも、契約者の保険料負担が増える傾向とな

ります。 

【火災保険料の負担の検討】 

加入中の火災保険の保険会社の改訂予定がどうか

にかかわらず、改訂前に加入中の火災保険の保険料

の確認をするとともに、改訂前後の保険料の見積も

りをして比較検討をする 

基本的には10年間を考慮して保険料総額を検討し

て、 

・現在のプランで継続する 

・改訂前に長期契約を締結する 

・改訂後に長期契約を締結する 

この３パーターンで比較検討しやすくなる保険を選

択する。 

【火災保険料の値上げの目安は】 

損害保険会社で作る損害保険料算出機構は2021年

6 月 16 日、個人向け火災保険料の目安となる「参考

純率」を全国平均で 10.9%あげると発表しています。 

【火災保険料の見直しのポイント】 

具体的には下記のケースに当てはまる場合には一

度比較検討・見直しをされてはいかがでしょう。 

① 家を新築購入予定でこれから火災保険の加入を

する 

② 火災保険に入っているが、契約期間が 10年以下 

③ 加入中の火災保険の更新が近い 

④ 火災保険に入る時に比較せずに加入を決めた 

⑤ 火災保険に風災・水災の保証がついていない 

⑥ 火災保険の補償内容がわからない 

＜久松＞ 

 

 

 

 

 

  

 

令和４年４月から改正道路交通法が順次施行され、

安全運転管理者の業務が拡充されています。改正に

より対象が拡大されたため対応を進められている事

業者も多いでしょう。 

対象となる事業者は負担が増えてしまいますが、

これを機に安全運転について改めて考えるとともに

対応を進めていきましょう。 

 

【改正のおさらい】 

対象事業所拡充 

１．乗車定員が１１名以上の自動車を１台以上使用

または 

２．乗車定員によらずその他の自動車５台以上使用 

※上記２により対象となる事業者が増加 

令和４年４月１からの義務化内容 

１．目視等で、運転者の運転前後の酒気帯びの有無

を確認する 

２．酒気帯びの有無を記録し、１年間保存すること 

令和４年１０月１日からの義務化内容 

１．アルコール検知器を用いて、運転者の酒気帯び

の確認を行うこと 

２．アルコール検知器を常時有効に保持すること 

 

【飲酒検査義務化の延期】 

７月１４日に警察庁から「白ナンバー」事業者に

対するアルコール検知器を使用しての検査義務化を

当分の間延期する方針が発表されました。 

世界的な半導体不足などが影響して検知器が供給

不足となっていることが要因で、期間は未定とのこ

とです。 

※警察庁の意見公募の受付期間は 7/15～8/13 

 

【その他】 

今回の義務化で就業規則を含めた社内規則の見直

しを検討することも必要になると思います。リスク

を回避するためには、規律を厳しくする必要もあり

ますが、この改正を機に安全運転に対する意識が今

まで以上に高まり、また、よい社内風土が醸成され

る一助になればと思います。      

 ＜中保＞ 
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アルコールチェック義務化拡大！ 

 

2022年 10月 火災保険料改訂 

 


